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本書は，スタディ・スキルズの習得を中心とした初年次教育向けの教科書である。一般的な初

年次教育の教科書とは異なり， ICTの利用に力を入れた内容になっている。ワープロ，プレゼン

テーションソフト，表計算ソフト，インターネット上のリソースを使ったレポート執筆の方法，

メールの書き方や SNS利用の注意点，さらにはオンライン会議システムを使ったミーティングな

どにも言及している。

また本書は， 15回の授業を念頭に置いた全 15課の構成となっており，各課には授業中に使え

る各種ワークとワークシートが付いている。教授マニュアルや実習用データが入った CD-ROMも

用意しているので，教科書候補の一冊として，また授業作りの参考書として，手にとっていただ

ければ幸いである。

本書を編纂したのは，人文学(特に東洋学，中国語学教育)における ICT利用についての研究と

情報交換を行うために発足した学術団体である。本会ではこれまで，人文系の学生に対する情報

処理教育はどのようなものが望ましいのか，というテーマで議論を重ねてきており，その一端は

機関誌『漢字文献情報処理研究』の特集記事などで発表してきた。本書は，人文系を中心とした

初年次の学生を， ICTを積極的に用いる学習，研究へと導くにはどのようにすればよいのか，と

いう問題への一つの回答で、ある。その点についてもご批正いただければ幸いである。
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